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私は、平成 26 年 4 月から、異動に伴って清原
中央小学校の「にほんご教室」の担当になりま
した。日本語指導については、赴任する前も赴
任してからも分からないことばかりで不安な気
持ちしかなく、4 月 1 日から数日間は、学校に
出勤するのを正直苦痛に思っていました。どう
して学級担任ではないのだろう、一人で「にほ
んご教室」での指導をするなんて、私に何がで
きるのだろうかなどと、ネガティブなことばか
り考えていました。
私は、平成 25 年の 4 月から 9 月まで、宇都宮
大学にポルトガル語を学ぶために内地留学して
いました。恥ずかしいことですが、そのときは
自分が日本語指導を行うことを想定していませ
んでした。学外研修では、県内の小・中学校の
日本語教室や初期指導教室などを見学させてい
ただき、先生方のご努力やご苦労に触れ、大変
感動し勉強になったのと同時に、自分にはとて
もできそうにないな、と他人事のように思って
いました。
清原中央小学校のにほんご教室には、平成 26
年度は 13 名の児童が通級していますが、いざ授
業が始まってみると、大部分の子どもたちは、
前任の先生がきめ細やかなご指導を重ねてこら
れた結果、日本語が堪能で日常会話にも読み書
きにもほとんど困っていないことがわかりまし
た。また、にほんご教室では書道にも力を入れ
て学習していたので、書写にも自信をもってい
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現状です。基本的に 2 つの理由があります。
学校からの派遣依頼 11 件のうち、「母語が話
せる学生を」との希望が 7 件に及んでいます。
母語の内訳はフィリピン語（タガログ語、ビサ
ヤ語を含む）が 4 校と最も多く、他にウルドゥ語・
タイ語・中国語が１校ずつとなっています。し
かし、現在の登録学生の中には、これらの言語
が話せる者がほとんどいません。
大学との距離も課題です。依頼元の学校は大
田原市・佐野市など宇都宮大学から遠方の地域
や、上三川町など遠方でなくても自家用車など
の交通手段を必要とする地域がほとんどです。
登録している学生の大半は大学の授業が空いて
いる時間帯の活用を考えていますが、距離と交
通手段の理由から「参加したくても参加できな
い」という現状があります。
対策として、前者に関しては、母語が話せな
ければ学習支援は出来ないというわけではない
ことへの理解が必要と考えます。ここ数年、栃
木県も外国人児童生徒の多国籍化が進んでいま
す。かれらの母語は 8 カ国語から 10 カ国語にも
渡り、母語を用いて支援する従来のスタイルは
難しくなってきました。それに伴い重視されて
いるのが、“ やさしいにほんご ” による学習支援
です。これまで依頼をいただいた、現在は母語
支援が必要な児童生徒についても、次第に “ や
さしいにほんご ” による学習支援が必要になり、
学生がお手伝いできる機会も増えてくるかもし
れません。
距離と交通手段の問題に関しては、もともと
近距離の学校だけではなく遠距離の学校のニー
ズにも応えたいという意識で始めた事業ですの
で、何とか現在のミスマッチを解消するべく、
様々な支援の形を提案しながら、一つでも多く
の出会いを創出したいと思います。
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ました。この子どもたちの力を私が伸ばしてい
く自信は全くありませんでしたが、少しでもた
めになることをやっていこうと思いました。子
どもたちは、内心、「前の先生のようにやってく
れるのだろうか」と不安だったと思いますが、
皆よく話を聞いてくれて、熱心に学習に取り組
んでいます。清原中央小学校の子どもたちが、
素直で人なつこいことにも救われました。
そんな中、アジアのある国から 2 年前に来日
し、就学前に幼稚園や保育園に通ったことがな
い A 君が 1 年生に入学しました。彼は両親とも
外国籍ですが、日本語は話せます。しかし、文
字（母語・日本語ともに）は全く読めませんで
した。A 君は、最初は学校という環境での集団
生活に慣れず不安そうでしたが、慣れるに従っ
て明るく元気に過ごすようになりました。「むず
かしいよ」「わからないよ」と言いながらも、夏
休みまでに平仮名の五十音をほぼ読み書きでき
るようにもなりました。彼の母語で「いい」「だめ」
を教えてもらい、私が時々使うと、「だめ」と言
われたときでもにっこり笑って、「オー、わかっ
たよ」とふざけて答えてくれます。また、同じ
クラスにいて、にほんご教室に通級している B
さんは、廊下などで私を見かけると笑顔で駆け
寄ってきて、話しかけてくれます。子どもたち
のおかげで、ネガティブな気持ちがなくなって
きている自分に、最近気づきました。
日本語教室の担当になってから、外国につな
がる児童生徒には、言語だけでなく、宗教、生
活習慣の違いなど、いろいろな苦労があること
を（研修などで聞いてはいましたが）改めて実
感しました。子ども本人の意思とは関わりなく、
突然来日したり帰国したりという事態があるこ
とも、この数か月で目の当たりにしました。
にほんご教室の子どもたちが、しっかりと日
本語を身につけたり、教室で活躍できたりする
ことができるよう、また、充実した日々を送れ
るように、にほんご教室指導者 1 年生として精
一杯努力し、指導に当たっていきたいと思いま
す。
事務局だより
　ＨＡＮＤＳプロジェクトでは、外国人児童生徒に対して栃木県内の高校進学に関する基本的な情報を提供す
ることを目的として、外国人児童生徒とその保護者、学校関係者や支援の方等を対象にした、高校進学ガイダ
ンスを以下の日程で開催します。8カ国語（日本語・ポルトガル語・スペイン語・中国語・タイ語・フィリピン語・英
語・ウルドゥー語・ベトナム語）の資料をもとに、説明は各言語で行います。ご家族・ご兄弟、小中学校関係者、
市町教育委員会担当者、支援者等たくさんの方々の参加をお待ちいたしております。
　参加希望の方は、事前にHANDSプロジェクト事務局(funayama@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp)までお問い合
わせください。
【本学開催】
日時：10月26日（日） 13:00 ～16：00
場所：宇都宮大学　峰キャンパス　UUプラザ２階
主なプログラム：言語別テーブルに分かれたガイダンス、質疑応答、卒業生の体験談
＊参加申し込み書つきチラシはこちら　http://cmps.utsunomiya-u.ac.jp/news/news1.html　
【地域開催のお知らせ】
大田原市…日時：９月26日(金)19時～21時
　　　　　場所：TOKO-TOKOおおたわら３階市民交流センタ （ー大田原市中央１丁目３番15号)
栃 木 市…日時：10月4日(土)14時～16時
　　　　　場所：栃木市役所正庁3階（栃木市万町9-25）
真 岡 市…日時：10月11日(土)13時30分～15時30分
　　　　　場所：真岡市公民館二宮分館（真岡市石島893-15）
1「多言語による高校進学ガイダンス」
